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 ５４１号の「ペイントエリアを優先してアタックする」の続きです。ペイントアタックの原則はいく

つかありますが、ここでは２つ紹介しておきます。 

❖カウンターアタック 

  ディフェンスの遅れに目をつけて、相手のカウンター（逆）を突いて攻めます。詳しく書きます。 

  アライメントは、OFF（ボールマン）がリングに向かって左のミドルの位置よりやや左に1人、右

コーナーに1人とします。２対２で説明します。ボールマンガＡ、コーナーがＢとします。それぞれ

DEFがついています。 

  Ａが右ドライブでペイントアタックします。ＡのDEFが抜かれそうになった時、ＢのDEFがヘル

プに行きます。それを見たＢがドラッグの動きで右ウイングに上がります。ＡはＢのDEFのヘルプ

を見て、右ウイングに上がってきたＢにキックアウトします。Ｂはノーマークなら３Pを打っても良

いですし、右ドライブでペイントアタックしてもいいです。 

  パスを受ける瞬間、ＢのDEFがクローズアウトしてくれば、カウンターアタックになります。こ

のカウンターアタックで大切なことは、ボールを受けたＢは必ずリングを見て、シュートを狙うこと

です。シュートチェックのために、ヘルプに行ったＢのDEFがクローズアウトからシュートの軌道

に手を伸ばして来れば、シュートキャンセルしてドライブに切り替えます。いかにDEFの逆を突く

かが重要になります。 

  U１２では現在３Pシュートが採用されていません。相手チームが外は打たれていいとクローズア

ウトに来ないことも多くあります。しかしこのカウンターアタックは将来に向けて大事なオフェンス

スキルとなりますから、ミニバス世代から駆け引きを身に付けるうえでも、取り組んでほしいプレー

です。 

❖スポットアタック 

  ディフェンスのギャップ（隙）に目をつけて、スペース（スポット）を意識して攻めます。スポッ

トの空間認識ができることで、より効果的なシュートを打つことができます。 

  アライメントは、ボールマンＣがリングに向かって左のミドルの位置よりやや左です。もう一人は

同じサイドのコーナーＤ（左側）です。 

  Ｃが左ドライブで攻めます。このドライブに対して、コーナーＤのDEFがヘルプに出ます。この

瞬間、ＤがDEFの背後からバックカットして、ゴール下のシュートを打てるスポットに跳び込みま

す。（これをスポットカットと呼びます）こうすると、Ｄはほぼノーマークになります。 

  このように、ディフェンスがマッチアップできないスポットを見つけて攻めることは、「チャンス

を攻める」うえで大きな鍵になります。このＤのスポットアタックに対して。逆サイドのDEFがク

ローズアウトして来れば、他の味方のダイブへのディッシュパスや外へのキックアウトで攻めること

になります。                     次号に続けます 


